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イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
離
婚
法
適
用
の
状
況

　
－
公
式
統
計
に
よ
る
実
態
の
紹
介
1

松

浦

千

誉

イタリアにおける離婚法適用の状況

一
、
は
じ
め
に

二
、
家
族
の
変
容

三
、
離
婚
の
統
計
的
実
態

四
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ー
）

　
カ
ト
リ
ッ
ク
教
理
と
近
代
市
民
的
法
思
潮
が
最
も
鋭
く
衡
突
す
る
接
点
で
あ
る
離
婚
制
度
が
イ
タ
リ
ア
に
導
入
さ
れ
た
の
は
、
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

○
年
十
二
月
一
日
の
法
律
第
八
九
八
号
《
婚
姻
解
消
の
諸
場
合
の
規
律
〉
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
九
七
四
年
の
国
民
投
票
に

よ
る
承
認
を
へ
て
、
イ
タ
リ
ア
社
会
に
定
着
し
て
ぎ
て
い
る
が
、
数
量
的
に
み
る
と
、
未
だ
低
い
離
婚
率
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
一
方
、

法
的
に
卓
床
を
分
離
す
る
別
居
は
、
婚
姻
破
綻
の
多
発
と
い
う
世
界
的
潮
流
に
合
致
し
て
、
増
加
し
て
い
る
．
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（
3
）

　
こ
こ
に
「
婚
姻
破
綻
の
事
実
」
を
法
的
に
は
別
居
に
と
ど
め
て
、
「
法
制
度
と
し
て
の
離
婚
」
と
一
致
さ
せ
な
い
現
状
を
指
摘
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
が
で
き
る
。
そ
の
原
因
は
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
婚
姻
不
解
消
主
義
の
影
響
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
導
入
法
は
、
そ
の
後
、
一
九
七
八
年
八
月
一
日
の
法
律
第
四
三
六
号
《
婚
姻
解
消
に
関
す
る
一
九
七
〇
年
十
二
月
一
日
の
法
律
第
八
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

八
号
に
か
か
わ
る
調
整
規
定
V
で
若
干
の
改
正
を
、
一
九
八
七
年
三
月
六
日
の
法
律
第
七
四
号
《
婚
姻
解
消
の
諸
場
合
の
規
律
に
関
す
る

　
（
6
）

新
規
定
V
で
、
大
幅
な
改
正
を
み
た
。

　
こ
れ
ら
の
改
正
を
と
お
し
て
、
十
年
あ
ま
り
の
運
用
経
験
の
な
か
で
問
題
と
な
っ
た
諸
事
項
へ
の
解
決
が
企
て
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
未
成
年
子
の
保
護
の
強
化
、
経
済
的
弱
者
に
あ
る
配
偶
者
の
保
護
、
離
婚
原
因
と
し
て
の
別
居
期
間
の
短
縮
、
合
意
離
婚
手
続
の
導

入
、
手
続
期
間
の
短
縮
等
が
計
ら
れ
て
い
る
．
新
し
い
規
定
の
概
略
及
び
条
文
の
訳
は
、
既
に
、
拙
稿
「
イ
タ
リ
ア
離
婚
法
の
改
正
に
つ

い
て
」
『
家
庭
裁
判
月
報
』
四
一
巻
六
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

　
本
稿
は
、
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
の
離
婚
制
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
的
な
数
値
を
呈
示
し
、
そ
の
特
徴
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
改
正
の
理
由
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
資
料
は
、
中
央
統
計
局
（
一
の
目
＞
↓
）
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
各
年
版
「
司
法
統
計
」
、
「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
離
婚
一
〇
年
の
統
計
、
一

九
七
一
ー
一
九
八
○
」
、
「
要
約
イ
タ
リ
ア
歴
史
統
計
、
一
八
六
一
ー
一
九
七
五
」
等
を
基
礎
と
し
、
Q
鼠
＆
冒
謎
鷺
o
巳
の
「
H
の
目
＞
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

デ
ー
タ
ー
を
通
し
て
み
た
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
法
的
別
居
（
一
九
七
一
～
一
九
八
五
）
」
（
ω
。
。
三
畠
宣
琶
爵
葺
。
P
一
お
。。
。

。
）
及
び
「
離
婚
に

関
す
る
イ
タ
リ
ァ
最
初
の
法
の
適
用
－
公
式
統
計
の
検
討
（
一
九
七
一
～
一
九
八
六
）
」
（
ω
8
三
。
讐
＆
Φ
三
三
9
。
β
』
お
。
。
。
）
知
∪
①
留
＆
お

「
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
別
居
と
離
婚
、
家
族
の
変
化
と
社
会
政
策
に
お
け
る
社
会
人
口
統
計
研
究
の
側
面
」
（
≦
鼠
①
頴
琶
§
お
。
。
ω
）
等
を

参
照
し
た
。

　
な
お
、
こ
こ
で
、
「
離
婚
」
と
い
う
用
語
を
単
純
に
使
用
し
て
い
る
が
、
前
述
の
正
式
な
法
律
名
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
9
ぎ
邑
o
と

い
う
用
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
．
民
事
婚
に
つ
い
て
「
婚
姻
の
解
消
1
の
巳
。
笹
旨
窪
8
審
一
唐
暮
ユ
言
o
巳
。
」
、
教
会
婚
に
つ
い
て
「
民
法
上
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の
効
果
の
終
了
ー
O
＄
器
』
9
Φ
号
一
島
Φ
9
・
。
貯
蔚
」
と
の
表
現
が
採
ら
れ
、
婚
姻
成
立
の
際
に
直
接
準
拠
す
る
法
に
よ
り
．
婚
姻
破
綻

に
よ
る
婚
姻
の
解
消
の
法
的
効
果
が
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
民
法
上
の
効
果
に
注
目
し
、
社
会
事
実
的
内
容
に
着
目
し
て
、

特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
、
両
者
を
合
せ
て
「
離
婚
」
と
称
す
る
こ
と
を
、
ま
ず
最
初
に
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

　
（
1
）
　
こ
の
表
現
は
青
山
道
夫
「
現
代
の
家
族
法
」
岩
波
書
店
六
八
頁
か
ら
ヒ
ン
ト
を
え
た
．

　
（
2
）
　
小
池
隆
一
、
松
浦
千
誉
「
イ
タ
リ
ア
新
離
婚
法
」
『
法
学
研
究
』
四
四
巻
六
号
．

　
（
3
）
　
こ
の
表
現
は
唄
孝
一
「
事
実
上
の
結
婚
破
綻
と
法
律
上
の
離
婚
手
続
と
の
関
係
」
『
比
較
離
婚
法
の
研
究
』
司
法
研
修
所
研
修
叢
書
五
一
号
、

　
　
三
一
六
頁
に
よ
る
。

　
（
4
）
　
拙
稿
「
カ
ト
リ
ッ
ク
婚
姻
観
か
ら
の
脱
皮
」
『
世
界
の
離
婚
』
有
斐
閣
　
一
九
七
九
．

　
　
　
　
拙
稿
「
欧
米
諸
国
の
離
婚
法
の
変
遷
と
現
状
4
ー
イ
タ
リ
ア
」
『
講
座
家
族
4
　
婚
姻
の
解
消
』
弘
文
堂
　
一
九
七
四
．

　
（
5
）
　
拙
稿
「
イ
タ
リ
ア
離
婚
法
の
改
正
－
一
九
八
七
年
法
律
第
七
四
号
及
び
一
九
七
八
年
法
律
第
四
三
六
号
の
翻
訳
1
」
『
拓
殖
大
学
論
集
』
一
七

　
　
八
号
。

　
（
6
）
　
（
5
）
と
同
じ
。

　
（
7
）
　
本
稿
の
骨
子
は
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
九
日
に
信
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
三
六
回
イ
タ
リ
ア
学
会
で
報
告
し
た
「
イ
タ
リ
ア
の
離
婚
訴
訟

　
　
手
続
」
、
及
び
一
九
九
〇
年
四
月
一
八
日
、
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
で
行
な
わ
れ
た
イ
タ
リ
ア
近
現
代
史
研
究
会
報
告
「
イ
タ
リ
ア
の
離
婚
制
度
に
つ

　
　
い
て
1
実
態
と
政
策
」
の
う
ち
、
統
計
的
実
態
を
主
に
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
．

　
（
8
）
　
一
九
八
七
年
七
月
、
ジ
ュ
リ
ア
ノ
ー
バ
（
イ
タ
リ
ア
）
に
お
い
て
、
零
鼻
9
冒
夷
讐
。
巳
の
こ
の
論
文
の
草
稿
を
中
心
に
し
て
、
離
婚
及
び

　
　
別
居
の
実
態
に
つ
い
て
比
較
検
討
の
機
会
を
持
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
イ
タ
リ
ア
学
会
で
の
発
表
及
び
本
稿
執
筆
の
動
機
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
記
し

　
　
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
．
な
お
、
牢
鼻
ρ
冒
お
咀
。
巳
の
こ
の
論
文
は
、
若
干
加
筆
さ
れ
、
冒
品
讐
。
鼻
勺
8
鐸
即
目
盆
づ
妙
霊
器
冨
窮
母
。
冨

　
　
。
陰
曾
鋸
咀
＆
一
8
｝
目
8
島
詳
ぴ
0
8
巳
罐
亀
①
①
巴
一
8
零
暮
o
ユ
号
一
島
匡
げ
け
ρ
司
閃
卜
Z
O
O
》
乞
Q
国
目
甲
這
o。
o

。
9
及
び
ρ
冒
品
讐
o
員
目
＆
ぎ
冨
ざ

　
　
言
一
笹
一
罫
幹
o
匡
斜
号
目
．
碧
巨
一
S
巳
o
器
島
仁
暴
一
濃
の
①
巨
o
養
u
国
閃
｝
乞
Q
O
＞
Z
Ω
国
b
H
一
お
8
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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二
、
家
族
の
変
容

　
伝
統
的
に
、
イ
タ
リ
ア
人
は
家
族
に
依
存
す
る
度
合
が
高
く
、
家
族
が
は
た
す
べ
ぎ
機
能
も
多
い
の
で
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
他
の
国
ぐ
に

よ
り
、
家
族
が
女
性
の
生
活
を
固
定
化
し
て
き
た
．
そ
の
背
景
に
は
、
女
性
が
家
庭
の
外
で
収
入
を
え
る
こ
と
を
非
難
し
た
法
王
回
勅

「
け
が
れ
な
き
結
婚
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
厳
格
な
男
女
役
割
分
業
理
念
が
あ
っ
た
．
こ
の
家
族
が
、
七
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
で
は
、

法
制
上
、
大
き
な
変
革
を
経
験
し
た
。

　
そ
れ
は
、
離
婚
法
、
妊
娠
中
絶
法
の
制
定
に
よ
る
、
カ
ト
リ
ッ
ク
婚
姻
観
の
国
家
法
制
か
ら
の
乖
離
で
あ
り
、
ま
た
、
家
族
法
の
改
正

に
よ
る
家
父
長
制
か
ら
家
族
構
成
員
の
平
等
制
へ
の
転
換
で
あ
る
．

　
統
計
の
上
で
も
、
内
縁
、
同
棲
、
非
婚
を
予
測
さ
せ
る
婚
姻
率
の
低
下
や
非
嫡
出
子
の
増
加
、
婚
姻
破
綻
の
多
発
を
予
測
さ
せ
る
別
居

や
離
婚
の
増
加
、
家
族
理
念
の
崩
壊
を
示
す
単
身
世
帯
の
増
加
、
妊
娠
中
絶
の
合
法
化
や
産
児
制
限
に
よ
る
出
生
率
の
極
端
な
低
下
、
寿

命
の
延
長
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
み
ら
れ
る
南
北
格
差
の
縮
少
な
ど
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
う
し
た
〈
脱
近
代
家
族
化
〉
と
も
呼
ば
れ
る
諸
現
象
は
、
今
日
、
工
業
先
進
国
に
多
か
れ
少
な
か
れ
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
イ

タ
リ
ア
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
イ
タ
リ
ア
の
普
通
婚
姻
率
（
人
口
千
人
当
り
の
年
間
婚
姻
登
録
件
数
の
比
）
は
、
戦
時
の
影
響
等
を
除
け
ば
、
一
八
六
一
年
以
来
、
七
～
八

を
維
持
し
て
き
た
が
、
一
九
七
五
年
以
後
、
そ
の
割
合
は
減
少
し
つ
づ
け
て
、
一
九
八
六
年
に
は
、
五
・
一
ま
で
下
っ
て
い
る
。
図
1
の

示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
．
実
数
で
み
る
と
、
一
九
七
二
年
の
四
一
八
、
九
四
四
件
を
ト
ッ
プ
に
、
一
九
八
六
年
に
は
二
九
六
、
五
三
九
件
に

下
っ
て
い
る
（
表
－
参
照
）
。
も
っ
と
も
、
統
計
史
上
の
実
数
の
最
高
は
、
一
九
四
七
年
の
四
三
七
、
九
一
五
件
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
の
直
接
の
影
響
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
て
あ
る
．

　
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
婚
姻
の
成
立
に
つ
い
て
、
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
今
日
で
も
、
な
お
、
二
元
的
婚
姻
制
度
を
採
用
し
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図2　民事婚の割合の変化
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て
い
る
点
で
あ
る
。

　
一
八
六
五
年
の
民
法
典
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ソ
法
典
に
な

ら
い
民
事
婚
一
元
主
義
を
採
用
し
た
の
だ
が
、
一
九
二

九
年
に
イ
タ
リ
ア
政
府
と
法
王
庁
と
の
間
に
成
立
し
た

コ
ソ
コ
ル
ダ
ー
ト
（
ラ
テ
ラ
ノ
協
定
の
一
部
を
な
す
政
教
協

約
）
に
よ
り
、
教
会
法
に
準
拠
し
て
成
立
す
る
教
会
婚

に
も
、
イ
タ
リ
ア
民
法
に
準
拠
し
て
成
立
す
る
民
事
婚

と
同
一
の
効
力
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
国
家
が
認
め
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
宗
教
の
祭
主
の
面
前
で
挙
式
さ
れ

た
婚
姻
に
も
拡
大
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
を
、
講
学
上
、
民
事
婚
（
暴
鼠
暮
ぎ
。
三
一
①
）
に
対
し
て
、
宗
教
婚
（
暴
鼠
馨
ぎ
琶
芭
§
）
と
い

う
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
宗
教
婚
の
大
部
分
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
婚
（
暴
鼠
馨
ぎ
。
導
＆
8
）
で
あ
る
と
い
っ
て
差
し
つ
か
え
な
い
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
四
二
年
に
成
立
し
た
民
法
典
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
、
一
九
四
七
年
の
イ
タ
リ
ア
憲
法
第
七
条
も
ラ
テ
ラ
ノ

協
定
・
コ
ソ
コ
ル
ダ
ー
ト
を
再
確
認
し
て
い
る
。
更
に
、
一
九
六
七
年
以
来
、
検
討
さ
れ
、
交
渉
を
へ
て
、
一
九
八
四
年
二
月
一
八
日
に

成
立
し
た
「
ラ
テ
ラ
ノ
・
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
の
改
正
を
含
む
合
意
」
i
い
わ
ゆ
る
新
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
に
お
い
て
も
、
そ
の
第
八
条
で
、

教
会
法
に
基
づ
く
婚
姻
に
民
法
上
の
効
果
を
認
め
て
い
る
。
従
っ
て
、
新
コ
ン
コ
ル
ダ
ー
ト
は
、
婚
姻
の
秘
蹟
性
に
は
言
及
し
て
い
な
い

が
、
従
来
ど
お
り
、
教
会
婚
と
民
事
婚
と
の
二
元
的
婚
姻
制
度
が
維
持
さ
れ
て
い
る
．

　
図
2
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
婚
の
率
が
一
番
高
か
っ
た
の
は
、
一
九
四
二
年
で
、
実
に
、
婚
姻
の
九
九
・
二
％
に
達
し
て
い
る
。

　
離
婚
法
が
成
立
し
た
一
九
七
〇
年
以
後
、
急
速
に
民
事
婚
の
割
合
が
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
は
言
え
、
今
日
で
も
、
八
○
％
以
上

が
宗
教
婚
を
し
て
い
る
。
実
数
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
さ
て
、
婚
姻
率
の
低
下
、
婚
姻
件
数
の
減
少
と
い
う
現
象
は
、
人
口
の
年
齢
構
成
と
の
関
係
で
把
握
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
い
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　　　　　　　　図3　非嫡出子の割合の変化（出生子100人に対する割合
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人

注）Compendio　statistico　italiano各年より作成

わ
ゆ
る
婚
姻
可
能
年
齢
の
減
少
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
、
増
加

し
て
い
る
．
な
ぜ
な
ら
八
○
年
代
に
入
っ
て
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
子
供
達
が
、
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

姻
適
齢
期
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．

　
し
た
が
っ
て
こ
の
こ
と
は
、
登
録
し
な
い
夫
婦
・
家
族
の
存
在
を
予
想
さ
せ
る
。
た
と

え
ば
、
図
3
は
、
非
嫡
出
子
数
の
出
生
子
一
〇
〇
人
に
占
め
る
割
合
の
変
化
で
あ
る
。
第

二
次
大
戦
後
の
安
定
期
に
入
っ
た
一
九
五
七
年
以
後
一
九
六
九
年
ま
で
、
非
嫡
出
子
の
割

合
は
下
降
し
て
い
き
二
・
○
を
数
年
維
持
し
て
い
た
が
、
一
九
七
〇
年
の
二
・
一
か
ら
年

々
確
実
に
上
昇
し
、
一
九
八
五
年
に
は
五
・
○
に
達
し
て
い
る
。
し
か
し
、
女
性
一
人
当

り
の
子
の
数
が
、
一
九
六
四
年
に
は
、
二
・
七
〇
だ
っ
た
の
が
、
一
九
八
六
年
に
一
・
三

二
を
示
す
よ
う
に
、
出
生
子
数
、
出
生
率
と
も
低
下
し
て
い
る
の
で
、
非
嫡
子
出
生
の
実

数
は
、
年
間
二
五
、
○
○
○
人
ぐ
ら
い
で
あ
る
．

　
ま
た
イ
タ
リ
ア
で
は
、
離
婚
の
承
認
と
非
嫡
出
子
の
増
加
と
を
関
係
づ
け
て
論
議
す
る

者
が
、
既
に
、
離
婚
法
導
入
の
以
前
か
ら
み
ら
れ
た
が
、
一
九
七
〇
年
か
ら
の
非
嫡
出
子

出
生
率
増
加
の
事
実
か
ら
、
そ
の
原
因
を
離
婚
の
法
認
と
主
張
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
論

者
も
み
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
出
産
に
つ
い
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
社
会
統
制
を
、
つ
ぎ
に
取
り
上
げ
て
み
よ

う
。　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
今
日
で
も
、
オ
ギ
ノ
式
以
外
の
産
児
制
限
手
段
を
認
め
て
い
な

い
。
一
九
七
九
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
ア
メ
リ
カ
の
比
較
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
伝
統
的
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表2　地方別妊娠中絶件数の推移
　　（出生児1000人に対する割合〉

北部一中部 南部 イタリア平均

1979 385．2 158．0 280．2

1980 458．8 208．7 342．0

1981 481．1 221．4 360．8

1982 494．6 250．1 379．9

1983 491．2 265．3 385．5

1984 500．6 265．2 388．8

1985 457．1 262．O 365．2

庄）ISTAT，Dati　staUstici　suUe　interruzioni

　　・》010ntanedellagravidarza1979－1982．及び

　　ISTAT　Annuano　statLstlco　ltahano83，84，85

　　　を合成

手
段
に
よ
る
避
妊
は
、
デ
ソ
マ
ー
ク
で
は
三
％
、
英
国
で
は
七
％
の
女
性
に
使
わ
れ
て

い
る
の
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
で
は
、
実
に
、
五
七
％
の
面
接
し
た
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

性
が
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
妊
娠
中
絶
（
堕
胎
）
は
、
教
会
法
の
う
え
で
、
も
っ
と
も
重
い
九
罪
の
う
ち
の

ひ
と
つ
と
し
て
破
門
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
に
公
布
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア

刑
法
も
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
殺
人
の
一
種
と
し
て
重
罰
を
科
し
て
き
た
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

一
九
七
五
年
に
自
己
堕
胎
を
規
定
し
て
い
る
五
四
七
条
が
違
憲
と
さ
れ
た
後
、
一
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

八
年
の
い
わ
ゆ
る
妊
娠
中
絶
法
に
よ
り
、
妊
娠
初
期
九
〇
日
以
内
の
中
絶
が
可
能
と
な

り
、
刑
法
の
堕
胎
に
関
す
る
規
定
は
廃
止
さ
れ
た
．

　
と
は
い
え
、
妊
娠
中
絶
法
の
九
条
は
、
医
師
、
看
護
婦
等
に
、
自
己
の
カ
ト
リ
ッ
ク

的
良
心
に
基
づ
く
中
絶
手
術
拒
否
権
を
認
め
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
な

334

お
、
カ
ト
リ
ッ
ク
倫
理
の
国
法
に
お
け
る
残
存
も
み
ら
れ
る
．

　
表
2
は
、
そ
の
年
の
出
生
子
一
、
○
O
O
人
に
対
す
る
妊
娠
中
絶
の
数
で
あ
る
が
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の
な
か
で
は
最
高
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
数
値
は
、
法
的
に
承
認
さ
れ
た
中
絶
の
み
で
あ
る
の
で
、
闇
の
中
絶
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
実
情
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
イ
タ
リ
ア
の
南
部
、
北
部
と
い
う
地
域
的
格
差
も
表
2
に
明
確
に
表
わ
れ
て
い
る
．
中
絶
件
数
の
多
少
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
と
民
度

に
依
存
し
て
い
る
と
い
え
る
。
工
業
化
さ
れ
た
北
部
に
対
し
て
、
農
業
を
主
と
す
る
南
部
で
あ
る
か
ら
、
女
子
の
家
庭
外
労
働
へ
の
機
会

の
増
大
は
少
産
、
又
は
出
産
拒
否
を
も
た
ら
す
と
い
う
仮
説
を
証
明
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
法
的
に
承
認
さ
れ
た
中
絶
率
が
南
部
で
低
い
と
い
う
こ
と
は
避
妊
手
段
の
相
異
や
、
実
際
の
出
生
子
数
の
差
と
の
関
係
で
、

闇
の
中
絶
が
南
部
で
か
な
り
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
．
こ
れ
は
、
ま
た
、
罪
ま
た
は
恥
と
し
て
妊
娠
中
絶
を
と
ら
え
る
社
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図4　家族構成員数別世帯の割合の変化

2人　　　　3人　　　　4人　　5人　6人　（構成員数）1人

笏馨麟iiiiiiiiiiiiiiiiii　　灘iiii嚢1961
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11．8　9．721．222．422．012．9

1981

14．9
（100％

43．623．617．9

注）ISTAT，1961，1971，1981Censimentoより作成

会
統
制
の
存
在
を
予
測
さ
せ
る
．
な
お
、
妊
娠
に
関
す
る
問
題
を
援
助
す
る
家
庭
相
談
所

数
は
、
一
九
八
六
年
現
在
、
公
的
な
も
の
は
二
、
一
二
七
、
民
間
に
よ
る
も
の
一
八
一
で

一
五
歳
か
ら
四
九
歳
ま
で
の
女
性
一
万
人
に
対
す
る
比
率
は
一
・
五
で
あ
る
．

　
最
後
に
、
家
族
構
成
員
の
変
化
を
指
摘
し
た
い
。
イ
タ
リ
ア
の
国
勢
調
査
は
一
〇
年
毎

に
行
な
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
家
族
構
成
員
数
の
平
均
は
、
一
九
五
一
年
に
四
人

だ
っ
た
の
が
、
一
九
八
一
年
に
は
三
人
に
な
っ
て
い
る
．
地
域
別
で
み
る
と
、
北
部
で
は
、

既
に
一
九
五
七
年
に
三
・
七
人
で
一
九
八
一
年
に
二
・
八
人
に
減
少
し
て
い
る
．
こ
れ
に

対
し
て
、
南
部
は
、
一
九
五
一
年
に
四
・
二
人
だ
っ
た
の
が
、
一
九
八
一
年
に
は
三
・
三

人
と
相
対
的
に
下
が
っ
て
い
る
。
南
部
が
三
・
七
人
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
一
年
で
あ

る
か
ら
、
北
部
と
南
部
の
構
成
員
規
模
の
差
は
二
〇
年
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
図
4
は
、
家
族
構
成
員
数
別
の
世
帯
の
割
合
の
変
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
単
身
世

帯
の
割
合
の
増
加
と
五
人
以
上
の
世
帯
の
割
合
の
減
少
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
．
一
九
八
一

年
の
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
単
身
世
帯
の
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
州
は
リ
グ
リ
ア
で
、
二

七
・
二
％
で
あ
り
．
北
部
の
平
均
は
、
一
九
・
九
％
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
低
い
州
は
、

カ
ソ
パ
ー
ニ
ャ
の
一
四
・
四
％
、
プ
ー
リ
ア
の
一
四
・
五
％
、
マ
ル
ケ
の
一
四
・
六
％
な

ど
の
南
部
で
あ
っ
た
。

　
実
数
で
み
る
と
、
一
九
七
一
年
に
二
、
〇
六
一
、
九
七
八
だ
っ
た
単
身
世
帯
は
、
一
九

八
一
年
に
は
、
三
、
四
二
三
、
四
五
六
に
な
り
、
実
に
、
一
〇
年
間
で
六
〇
％
増
を
記
録

　
　
　
　
　
（
6
）

し
た
の
だ
っ
た
。
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（
1
）
　
コ
ー
ホ
ー
ト
に
よ
る
分
析
は
、
》
の
導
ヰ
言
穿
8
暮
一
導
器
ま
毒
舘
凶
。
巳
濡
一
蜀
眺
自
ヨ
欝
ご
ぎ
号
一
一
①
壁
巨
巴
鼠
①
号
田
象
零
①
注
8
鍔
ぎ

H
鼠
一
昼
①
営
国
弩
。
冨
一
≧
二
3
一
〇
。
薯
9
讐
。
《
影
h
費
目
芭
欝
営
一
鼠
富
》
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
9
閃
匡
ま
9
欝
霊
も
8
。
一
鼠
8
①
ぎ
＝
導
卑
q
巴
一
。
q
O
費
＝
。
o。
9
卜
器
一
。
琶
聾
①
註
の
。
。
芭
一
刈
－
o。
＼
這
o
。
刈
も
や
脇
①
－
緕
ド

（
3
）
』
ω
Φ
『
窪
戸
頴
巨
マ
巨
即
導
ぎ
α
q
『
国
ξ
8
。
導
q
q
・
の
●
＞
」
⇒
浮
Φ
一
零
O
．
の
一
≦
房
O
§
冨
寅
馨
Φ
警
且
一
Φ
。
。
ゆ
算
N
ρ

（
4
）
鍔
器
暮
①
自
”
乞
。
．
N
o。
畠
Φ
一
〇
。
詳
①
8
駐
恩
。
暴
一
。
α
①
一
一
〇。
一
。
げ
び
り
鉱
P
一
鶏
伊

（
5
）
　
正
式
に
は
、
一
九
七
八
年
五
月
二
二
日
の
法
律
第
一
九
四
号
「
母
性
の
社
会
的
保
護
と
任
意
の
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
法
」
と
い
う
。
中
谷
・
松

浦
「
イ
タ
リ
ア
妊
娠
中
絶
法
」
『
法
学
研
究
』
五
一
巻
一
二
号
五
八
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
　
単
身
世
帯
の
増
加
等
に
関
す
る
研
究
は
、
H
鶏
卜
8
一
目
ヨ
譜
三
号
頴
8
。
一
①
鼠
壁
萄
壁
箸
・
旨
o。
山
ω
鼻
参
照
。
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三
、
離
婚
の
統
計
的
実
態

　
1
．
離
婚
申
立
数
及
び
離
婚
判
決
数
ー
低
い
離
婚
率

　
図
5
は
、
離
婚
申
立
数
及
び
婚
姻
種
類
別
の
判
決
数
の
推
移
で
あ
る
。
離
婚
法
は
、
一
九
七
〇
年
十
二
月
一
日
に
成
立
し
、
三
日
に
官

報
に
掲
載
さ
れ
、
十
八
目
よ
り
施
行
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
若
干
の
一
九
七
〇
年
分
は
一
九
七
一
年
分
に
含
く
め
て
、
統
計
が
公
表
さ
れ
て

い
る
。

　
離
婚
申
立
が
一
番
多
か
っ
た
の
は
、
施
行
一
年
目
の
一
九
七
一
年
の
五
五
、
七
六
一
件
で
、
こ
れ
を
受
け
て
、
離
婚
判
決
が
一
番
多
か

っ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
の
三
二
、
六
二
七
件
で
、
離
婚
法
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
長
年
に
わ
た
り
「
病
め
る
状
況
」
に
あ
っ
た
人
々

が
、
合
法
化
へ
の
道
を
求
め
た
当
然
の
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
数
字
は
法
案
審
議
の
過
程
で
主
張
さ
れ
た
二
五
〇
万
人
は
い
る

と
い
う
別
居
者
に
比
し
て
、
異
常
に
低
い
も
の
で
あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。

　
施
行
以
来
一
九
八
七
年
末
ま
で
の
離
婚
申
立
総
数
は
約
三
二
九
、
O
O
O
件
、
こ
の
う
ち
離
婚
が
認
め
ら
れ
た
の
は
二
七
一
、
六
九
六



イタリアにおける離婚法適用の状況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

件
で
あ
る
か
ら
、
認
容
率
は
お
よ
そ
八
二
・
六
％
で
あ
る
．

　
マ
ゴ
ー
二
教
授
に
よ
れ
ば
、
離
婚
申
立
数
及
び
判
決
の
推
移
を
、
①
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
七
四
年
の
離
婚
法
導
入
期
、
②
一
九
七
五

年
か
ら
一
九
八
○
年
の
申
立
停
滞
期
、
③
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
六
年
の
微
増
期
、
④
一
九
八
七
年
以
後
の
新
法
適
用
期
の
四
期
に
分

け
て
、
①
期
で
は
年
平
均
二
〇
、
○
○
○
件
、
②
期
で
は
二
一
、
○
○
○
件
、
③
期
で
は
一
五
、
○
○
○
件
、
④
期
で
は
三
〇
、
○
○
○

件
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
近
の
離
婚
数
の
増
加
は
、
七
〇
年
代
の
別
居
の
増
加
に
起
因
す
る
の
に
加
え
て
、
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

八
七
年
の
離
婚
法
の
大
改
正
の
影
響
も
見
て
と
れ
る
と
い
う
。
離
婚
原
因
と
し
て
の
別
居
期
間
が
五
年
か
ら
三
年
に
短
縮
さ
れ
、
ま
た
、

離
婚
合
意
が
あ
る
場
合
は
手
続
が
簡
素
化
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
表
3
参
照
）
。

　
他
国
と
の
比
較
の
た
め
に
、
同
年
成
立
の
婚
姻
一
、
○
○
○
件
に
対
す
る
離
婚
件
数
を
み
る
と
、
一
番
離
婚
件
数
の
多
い
年
で
あ
っ
た

一
九
七
二
年
で
も
、
そ
の
数
値
は
、
九
五
で
、
非
常
に
低
い
。
た
と
え
ば
、
同
時
期
の
デ
ソ
マ
ー
ク
は
三
四
八
、
ス
エ
ー
デ
ソ
は
二
八
一
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
一
七
七
で
あ
る
。
九
〇
代
の
数
値
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
や
ス
エ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
と
い
っ
た
離
婚
の
多
い
国
で
は
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
い
っ
た
比
較
的
に
離
婚
の
少
な
い
国
ぐ
に
が
、
既
に
、
一
九
六
〇
年
代
の
初
め
に
達
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
。　
イ
タ
リ
ア
が
一
九
七
五
年
の
三
〇
を
ボ
ト
ム
に
、
徐
徐
に
、
こ
の
離
婚
率
を
上
げ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
一
九
八
五
年
に
至
っ
て
も
、

未
だ
四
五
で
あ
る
。
ち
な
み
に
同
年
の
デ
ソ
マ
ー
ク
は
四
五
二
、
イ
ギ
リ
ス
は
四
三
八
、
ス
エ
ー
デ
ソ
は
四
五
六
、
フ
ラ
ン
ス
は
三
〇
八

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
低
い
離
婚
率
は
、
イ
タ
リ
ア
の
夫
婦
が
、
婚
姻
生
活
共
同
体
の
破
綻
に
至
る
割
合
が
異
常
に

低
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
離
婚
制
度
導
入
の
以
前
に
は
、
そ
の
代
替
的
機
能
を
は
た
し
、
導
入
後
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
離
婚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

原
因
と
し
て
一
番
利
用
さ
れ
て
い
る
法
的
に
評
価
さ
れ
る
別
居
や
教
会
法
に
基
づ
く
婚
姻
が
成
立
し
な
か
っ
た
と
す
る
無
効
婚
や
、
事
実

上
の
別
居
な
ど
を
含
く
め
て
見
る
と
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
婚
姻
破
綻
の
事
実
は
決
し
て
少
な
い
と
は
言
え
ず
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー
ス
ト
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図5　離婚申立数及び婚姻別判決数の推移
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一
九
八
七

一
九
八
六

『
九
八
五

一
九
八
四

一
九
八
三

一
九
八
二

｝
九
八
一

一
九
八
○

一
九
七
九

一
九
七
八

『
九
七
七

一
九
七
六

一
九
七
五

【
九
七
四

一
九
七
三

一
九
七
二

一
九
七
一年

注）表3より作成

リ
ア
、
ス
イ
ス
と
い
っ
た
イ
タ
リ
ア
周
辺
の
国
ぐ
に
比
し
て
、
ほ
ぼ
遜

色
の
な
い
頻
度
で
婚
姻
破
綻
が
生
じ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
．

　
な
お
、
別
居
言
渡
数
（
裁
判
別
居
判
決
数
に
協
議
別
居
の
認
許
数
を
加
え

た
も
の
）
の
推
移
が
表
3
に
掲
げ
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
．
離
婚

原
因
の
箇
所
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
離
婚
と
別
居
と
の
関
係
は

密
接
で
あ
る
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
判
決
の
タ
イ
プ
類
型
と
し
て
、
婚
姻
の
解
消

と
民
法
上
の
効
果
の
終
了
が
あ
る
。

　
図
5
及
び
表
3
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
実
数
か
ら
す
る
と
、
民
事

婚
の
解
消
で
あ
る
「
婚
姻
の
解
消
」
（
離
婚
法
一
条
）
は
、
宗
教
婚
の
解

消
で
あ
る
「
民
法
上
の
効
果
の
終
了
」
（
離
婚
法
二
条
）
に
比
し
て
、
少

な
い
．
し
か
し
、
表
1
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
宗
教
婚
が
圧
倒
的
に
多

い
と
い
う
母
集
団
の
相
異
を
考
え
れ
ば
、
離
婚
に
至
る
確
率
は
、
民
事

婚
に
お
い
て
高
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
．
と
り
わ
け
、
最
近
の
傾
向

は
そ
う
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
「
婚
姻
の
不
解
消
性
」
は
、
な
お
、

大
ぎ
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
一
九
七
一
年
を
一
〇
〇
と
す
る
と
、
民
事
婚
の
解
消
は
一
九
八
六
年

に
は
二
二
七
、
一
九
八
七
年
に
は
二
二
八
、
一
九
八
八
年
に
は
二
七
〇

と
指
数
を
の
ば
し
て
い
る
．
一
方
、
宗
教
婚
に
つ
い
て
も
、
一
九
八
六
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　　　　　　　　　　　　表3　離婚判決数、離婚申立数の推移

離　婚 判 決　数 離 婚　　申 立 数 別居d年
民事婚b 宗教婚c 合　　計 北　　部 中　　部 南　　部 合　　計 言渡数

1971a 1，833 15，301 17，134 28，989 11，693 15，079 55，761 11，796

1972 3，798 28，829 32，627 10，694 4，270 6，308 21，272 13，493

1973 2，095 16，077 18，172 8，444 3，236 4，571 16，251 14，083

1974 1，855 16，035 17，890 8，153 2，963 4，694 15，810 16，451

1975 1144
　，

9，474 10，618 6，964 2，788 4246　，
13，998 19132

　　，

1976 1，236 10，870 12，106 7，015 2，703 3，712 13，430 21，225

1977 1，044 10，858 11，902 6，930 2，698 3，479 13，107 23，826

1978 1，046 10，939 11，985 7，063 2，512 3，408 12，983 25，867

1979 1，154 10，815 11，969 7，416 2，571 3，119 13106
　　，

28669
　　，

1980 1，146 10，698 11，844 7，607 2，947 3，275 13，829 29，462

1981 1，243 11，363 12，606 9，175 3，274 3，504 15，953 30，899

1982 1，604 12，127 13，731 9，684 3，495 3，698 16877
　　，

33，807

1983 1，649 11，174 12，823 9，875 3，447 3，890 17，212 33，476

1984 1，947 13，083 15，030 10，244 3，759 4，233 18，236 34，960

1985 2111
　，

13，539 15，650 11，065 4，142 4，402 19909
　　ヲ

35，162

1986 2，518 14，339 16，857 19802
　　7

35，547

1987 4，174 22，831 27，005 31493
　　，

33，686

1988 4，954 25，761 30，715 26，357 37，030

a：1970年12月3日より離婚法が施行されたため、1970年分は1971年に集計されている

b：離婚法1条による民事婚をした者についての婚姻解消数

c：離婚法2条による宗教婚をした者についての婚姻の民法上の効果の終了数
d：裁判別居判決数＋協議別居認、許数

注〉ISTAT，Statlstlche　g：ud吼ah各年より作成

年
に
は
九
四
弔
．
あ
っ
た
が
、
一
九
八
八
年
に
は

一
六
八
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
民
事
婚
の
解
消

の
伸
び
率
に
は
及
ば
な
い
。

　
2
，
離
婚
手
続
の
期
間
ー
ぼ
ぽ
一
年
前
後

　
離
婚
手
続
は
、
八
七
年
の
改
正
に
よ
り
労
働

訴
訟
に
類
似
し
た
手
続
規
定
に
改
め
ら
れ
た
が
、

そ
の
以
前
は
身
上
別
居
の
手
続
に
近
い
も
の
で

あ
っ
た
。
な
お
、
身
上
別
居
手
続
に
つ
い
て
も
、

一
九
八
七
年
七
月
二
九
日
の
法
律
第
三
三
一
号

に
よ
り
民
事
訴
訟
法
七
一
〇
条
が
改
正
さ
れ
、

離
婚
手
続
に
近
い
も
の
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
新
し
い
手
続
で
は
、
離
婚
の
意
思
が
両
当
事

者
に
あ
り
、
経
済
的
関
係
及
び
子
の
処
置
に
つ

い
て
合
意
が
あ
る
場
合
〈
双
方
の
請
求
〉
と
、

離
婚
に
つ
い
て
争
が
あ
る
場
合
全
方
の
請

求
〉
と
の
二
種
の
手
続
を
定
め
、
訴
訟
期
間
の

短
縮
、
訴
訟
手
続
の
合
理
化
、
簡
素
化
が
計
ら

れ
て
い
る
（
離
婚
法
四
条
参
照
）
。

　
図
6
で
、
旧
制
度
の
下
に
お
け
る
離
婚
申
立
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表4　離婚及び別居の訴訟日数図6　離婚及び別居の訴訟期問の推移

年 離　婚 裁判別居 協議別居

1971 173 591 180

1972 262 669 182

1973 299 576 174

1974 273 746 185

1975 323 754 176

1976 349 726 182

1977 326 647 151

1978 324 652 146

1979 318 650 149

1980 324 683 151

1981 330 704 150

1982 332 716 151

1983 343 729 160

1984 364 838 170

1985 392 755 181

1986 405 842 172

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　／＼　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　＼／
．r’へ、　　　　　　　　　　　／
1　　＼　　　　　，／’0’
　　　　＼＿一＿．／ノ！　　裁判別居

（日数）

880

820

760

700

640／￥、！

58。’V

離婚

～主）　ISTAT，Dati　statistici　su　（iiec

　　anni　di　divorzio　In　Italia．

　　ISTAT，Statistiche　gludiciali

　　各年より作成

460

420

380

340

300

260

240

220

200

180へ〉！＼’へ　　　協議別居／＾・、
160　　　　　　　　　　　　￥　　　　　　　　　　　　－
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　／
140

　197172　73　74　75　76　77　78　79　80　　81　82　83　84　85　86

注）表4より作成

か
ら
判
決
ま
で
の
日
数
の
推
移
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
九
七
一
年
は
、
長
年
に
わ
た
り
離
婚
法
の
成
立
を
ま
っ
て

要
件
を
と
と
の
え
て
い
た
人
々
の
離
婚
で
、
裁
判
所
に
係
属
し

て
、
す
ぐ
審
理
に
移
行
し
た
関
係
も
あ
り
、
最
短
の
一
七
三
目

で
判
決
が
出
て
い
る
の
に
対
し
て
、
以
後
、
係
属
件
数
の
増
加

に
伴
な
い
日
数
は
増
え
る
が
、
申
立
件
数
の
低
下
に
さ
さ
え
ら

れ
て
、
急
激
な
増
加
に
至
ら
ず
に
七
〇
年
代
を
推
移
す
る
。
ほ

ぽ
、
十
月
か
ら
十
一
月
の
期
間
で
あ
る
。

　
裁
判
所
の
係
属
事
件
数
が
最
低
だ
っ
た
の
は
一
九
七
八
年
で

あ
る
が
、
以
後
、
八
○
年
代
に
入
る
と
急
激
な
増
加
を
み
、
そ

れ
に
対
応
し
て
、
概
し
て
訴
訟
期
間
は
、
長
期
化
し
て
い
る
．

例
え
ば
、
離
婚
法
成
立
直
後
の
動
揺
が
お
さ
ま
っ
た
一
九
七
五

年
の
係
属
事
件
数
を
一
〇
〇
と
し
た
指
数
を
み
る
と
、
一
九
七

八
年
は
九
三
で
、
一
九
八
六
年
は
一
四
一
と
な
る
が
、
対
応
す

る
時
期
の
日
数
は
、
三
二
三
日
、
三
二
四
日
、
四
〇
五
日
と
な

っ
て
い
る
（
表
4
参
照
）
。
し
か
し
、
八
○
年
代
中
頃
の
一
般
の

民
事
訴
訟
の
第
一
審
が
区
裁
判
所
で
五
〇
〇
日
以
上
、
地
方
裁

判
所
で
一
、
一
〇
〇
日
以
上
で
あ
る
点
か
ら
み
る
と
、
離
婚
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

訟
だ
け
が
長
期
化
し
て
い
る
と
も
い
え
な
い
。
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図
6
の
裁
判
別
居
の
推
移
と
協
議
別
居
の
推
移
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
裁
判
別
居
の
判
決
に
至
る
期
間
に
比
し
て
、
協
議
別
居
の
認
許

を
受
け
る
に
至
る
期
間
は
短
い
．
例
え
ば
、
一
九
八
六
年
の
場
合
、
裁
判
別
居
判
決
を
受
け
る
の
に
八
四
二
日
か
か
る
の
に
対
し
て
、
協

議
別
居
の
場
合
に
は
、
一
七
二
日
と
約
五
分
の
一
の
短
期
間
で
す
む
．
こ
の
別
居
制
度
に
お
け
る
経
験
が
、
離
婚
申
立
件
数
の
増
加
傾
向

に
む
か
っ
て
、
裁
判
所
の
事
件
処
理
能
力
の
拡
充
の
た
め
に
、
新
法
が
二
種
の
手
続
を
定
め
た
原
動
力
と
思
わ
れ
る
．

　
地
域
別
の
離
婚
判
決
に
至
る
日
数
を
み
る
と
、
南
部
で
長
く
、
北
部
で
短
い
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
一
九
七
一
年
に
は
、
南
部
一
八
四

日
に
対
し
て
、
北
部
は
一
七
二
日
で
、
そ
の
差
は
一
二
日
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
六
年
に
は
、
南
部
四
七
二
日
に
対
し
て
、
北
部
は
三
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

四
日
で
、
差
は
七
八
日
と
広
が
っ
て
い
る
．

　
こ
の
こ
と
は
、
表
5
の
離
婚
率
で
明
ら
か
な
よ
う
に
．
南
部
に
は
離
婚
が
多
い
わ
け
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
南
部
の
裁
判
所
の
事
件
処

理
能
力
が
、
北
部
に
比
し
て
劣
っ
て
い
る
と
も
受
け
と
れ
よ
う
が
、
ま
た
一
面
で
は
、
南
部
に
お
い
て
、
そ
れ
だ
け
争
訟
性
や
社
会
統
制

が
強
い
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
。

　
図
7
は
、
一
九
八
六
年
の
控
訴
院
地
区
ご
と
の
離
婚
判
決
に
至
る
日
数
を
区
分
別
に
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
各
控
訴
院
管
轄
区
の

名
称
は
、
表
5
の
対
応
す
る
数
字
に
つ
づ
く
都
市
名
に
一
致
す
る
．

　
と
こ
ろ
で
2
1
の
レ
ッ
ジ
ョ
・
カ
ラ
ブ
リ
ア
管
内
及
び
2
4
の
カ
ル
タ
ニ
セ
ッ
タ
管
内
は
、
と
も
に
南
部
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
訴
訟
期

間
は
最
低
区
分
の
三
五
〇
日
以
下
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
区
は
離
婚
申
立
が
非
常
に
少
な
く
年
間
一
〇
〇
件
以
下
の
と
こ
ろ
も
あ
る
．
こ

れ
に
反
し
て
、
パ
レ
ル
モ
、
レ
エ
チ
ェ
、
サ
レ
ル
ノ
と
い
っ
た
地
区
は
、
訴
訟
日
数
は
五
〇
〇
日
を
超
え
て
お
り
、
ナ
ポ
リ
、
カ
タ
ー
ニ

ャ
、
パ
リ
等
が
四
一
五
－
五
〇
〇
の
区
分
で
つ
づ
い
て
い
る
。

　
3
．
離
婚
原
因
ー
大
多
数
は
別
居

　
離
婚
法
の
第
三
条
は
、
二
項
一
一
号
か
ら
な
る
離
婚
原
因
を
規
定
し
て
い
る
．
そ
れ
ら
は
、
①
一
定
の
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
が
確
定
し

た
場
合
（
三
条
一
項
a
号
、
b
号
、
c
号
及
び
d
号
）
、
②
性
犯
罪
等
に
つ
い
て
は
有
罪
に
な
ら
な
く
て
も
構
成
要
件
的
事
実
が
存
在
す
る
場
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1

図7　控訴院地区別離婚訴訟期問（1986年）

　　　　　（判決までの日数）
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　　　　　　　　9
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　　　　　くζ，　　　　10
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ミ主）　statistiche　giudiciali，1986．
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表5　控訴院地区別　離婚率
（婚姻1万に対する1983年～85年の
3年問の離婚率）

北 1　Torino
15．43

2　Mllano 16．15

部 3　BreSCla 9．29

4　Trento 13．75

5　Venezia 7．29

6　Trieste 15．15

7　Genova 17．07

中
8　Bologna 12．74

9　Firenze 8．84

部 10　Perugla 5．43

11　Ancona 4．95

12　Roma 15．03

13　L’AqUlla 4．75

南
14Campobasso 4．14

15Napoh 7．54

部
16　Salemo 5．09

17　Bar1 5．37

　18島
　19
　20部
　21
　22
　23

Lecce

Potenza

Catanzaro

Regglo　Calabria

Palermo

LIeSSlna

7．01

4．90

4．86

12．13

7．29

8．79

24　Caltanlssetta 2．77

25　Catama 10．11

26　Caghari 6．13

北部 13．43
平

中部 9．39
均
南部 6．49

イタリア全土 9；77

注）G．Maggloni　oμclt．p．193より作成
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合
（
三
条
二
項
a
号
、
b
号
）
、
③
配
偶
者
が
外
国
人
で
あ
る
と
ぎ
に
、
外
国
で
婚
姻
無
効
や
離
婚
に
な
っ
た
場
合
、
ま
た
は
外
国
で
再
婚
し

た
場
合
（
三
条
二
項
e
号
）
、
④
婚
姻
が
未
完
成
－
肉
体
関
係
が
成
立
し
な
い
場
合
（
三
条
二
項
f
号
）
、
⑤
性
転
換
の
判
決
が
確
定
し
て
い

る
場
合
（
三
条
二
項
g
号
）
、
⑥
三
年
以
上
別
居
が
継
続
し
て
い
る
場
合
（
三
条
二
項
b
号
）
で
あ
る
．
こ
の
八
七
年
改
正
の
現
行
法
の
以
前

に
は
、
①
の
犯
罪
の
う
ち
、
強
姦
や
売
春
な
ど
の
犯
罪
は
、
子
や
孫
、
配
偶
者
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
時
の
み
離
婚
原
因
と
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
何
人
に
対
し
て
な
さ
れ
た
時
で
も
離
婚
原
因
と
な
る
と
拡
大
さ
れ
た
．
ま
た
、
⑤
は
、
一
九
八
二
年
四
月
一
四
日
の
法

律
一
六
四
号
に
よ
り
新
ら
た
に
設
け
ら
れ
た
制
度
に
基
づ
く
離
婚
原
因
で
あ
る
。
⑥
に
つ
い
て
は
、
旧
法
で
は
五
年
以
上
で
あ
り
、
も
し

被
告
配
偶
者
が
離
婚
に
不
同
意
の
場
合
は
七
年
（
原
告
配
偶
者
が
有
責
の
場
合
）
又
は
六
年
（
そ
の
他
の
場
合
）
に
延
長
さ
れ
る
旨
の
規
定
が

あ
っ
た
が
、
現
行
法
で
は
除
か
れ
て
い
る
。

　
図
8
及
び
表
6
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
最
も
多
く
利
用
さ
れ
る
離
婚
原
因
は
別
居
で
あ
る
。
別
居
以
外
の
離
婚
原
因
は
、
各
年
で
み
る

と
、
最
高
で
一
九
八
四
年
の
四
・
六
％
で
あ
り
、
最
低
は
一
九
七
一
年
の
一
・
九
％
で
あ
る
。

　
別
居
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ァ
法
上
、
三
つ
の
種
類
が
あ
る
．
す
な
わ
ち
、
裁
判
別
居
（
民
法
一
五
一
条
）
、
協
議
別
居
（
民
法
一
五
八
条
）

及
び
事
実
上
の
別
居
で
あ
る
。
事
実
上
の
別
居
が
離
婚
原
因
と
し
て
評
価
の
対
象
に
な
る
の
は
、
少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
一
二
月
一
八

日
よ
り
二
年
前
に
始
め
ら
れ
，
中
断
せ
ず
に
継
続
し
て
い
る
も
の
だ
け
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
離
婚
法
導
入
後
、
二
〇
年
を
経
過
し
た
今

日
で
は
、
直
接
的
な
離
婚
原
因
と
し
て
の
機
能
は
、
著
る
し
く
減
少
し
て
い
る
．

　
反
対
に
、
協
議
別
居
に
つ
い
て
は
、
今
日
で
は
、
離
婚
原
因
と
し
て
、
最
も
使
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
．
一
九
八
六
年
の
場
合
、

全
離
婚
判
決
の
中
で
、
事
実
上
の
別
居
を
原
因
と
す
る
も
の
四
・
○
％
、
協
議
別
居
を
原
因
と
す
る
も
の
八
○
・
八
％
、
裁
判
別
居
を
原

因
と
す
る
も
の
一
一
・
一
％
で
、
別
居
合
計
で
九
五
・
九
％
に
な
り
、
そ
の
他
の
原
因
に
よ
る
離
婚
は
、
四
・
一
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
一
九
七
一
年
か
ら
一
九
八
六
年
ま
で
の
期
間
を
通
じ
て
成
立
し
た
全
離
婚
を
一
〇
〇
％
と
す
る
と
、
そ
の
他
三
・
六
％
、
裁
判
別
居
一

一
・
五
％
、
事
実
上
の
別
居
三
一
・
六
％
、
協
議
別
居
五
三
・
八
％
で
あ
る
．
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表6　原因別離婚数の推移

離 婚 原 因

A年 裁判 別居 事実上の別居 協議 別居 そ　　の 他
口 計

実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％ 実数 ％

1971 2，998 17．5 5，004 29．2 8，812 51．4 320 1．9 17，134 100．0

1972 4，304 13．2 15，119 46．3 12，304 37．7 900 2．8 32，627 100．0

1973 1827
　，

10．1 10，259 56．5 5，648 31．1 438 2．3 18，172 100．0

1974 1，603 9．0 10，492 58．6 5，212 29．1 583 3．3 17，890 100．0

1975 835 7．9 6，181 58．2 3，206 30．2 396 3．7 10618
　　，

100．0

1976 1，074 8．9 6，775 56．0 3，862 31．9 395 3．2 12，106 100．0

1977 1，174 9．9 5570　， 46．8 4，865 40．9 293 2．4 11，902 100．0

1978 1248　， 10．4 4，394 36．7 5，974 49．8 369 3．1 11，985 100．O

1979 1，325 11．1 3，410 28．5 6，843 57．2 391 3．3 11969
　　，

100．O

1980 1，462 12．3 2，626 22．2 7374　， 62．3 382 3．2 11，844 100．0

1981 1546　，
12．3 2，020 16．0 8，653 68．6 387 3．1 12，606 100．0

1982 1805　， 12．3 1，787 12．2 10673　　，
72．9 375 2．6 14640

　　，
100．O

1983 1650
　，

12．1 1，353 9．9 10，250 75．2 373 2．8 13，626 100．O

1984 1617
　， 10．7 943 6．2 11，827 78．5 1，685 4．6 15065

　　，
100．0

1985 1，777 11．4 813 5．2 12，557 80．2 503 3．2 15，650 100．0

1986 1，871 11．1 675 4．0 13，620 80．8 691 4．1 16，857 100．0

1987 2，430 9．0 567 2．1 23306
　　， 86．3 702 2．6 27，005 100．0

1988 2，826 9．2 430 1．4 27，060 88．1 399 1．3 30，715 100．0

注）ISTAT，Statlstlche　gludiciali各年より作成

　　（千件）　　　　　　図8　原因別離婚数の推移

30
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［二二］協議別居

皿裁判別居
田その他
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　　1971　72　　73

注）表6より作成
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イタリアにおける離婚法適用の状況

　
八
七
年
の
離
婚
法
の
大
改
正
は
、
離
婚
数
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
が
、
離
婚
原
因
に
っ
い
て
も
、
協
議
別
居
を
理
由
と
す
る
も
の
が
八

八
・
一
％
と
増
加
し
て
い
る
．
こ
れ
に
対
し
て
、
事
実
上
の
別
居
を
始
め
裁
判
別
居
や
そ
の
他
の
離
婚
原
因
に
よ
る
も
の
は
減
少
し
て
い

る
（
表
6
参
照
）
。

　
地
区
別
に
み
る
と
、
七
〇
年
代
に
は
南
部
に
お
い
て
、
離
婚
原
因
と
し
て
事
実
上
の
別
居
の
比
重
が
大
ぎ
く
、
北
部
に
お
け
る
協
議
別

居
の
重
要
性
と
対
照
を
な
し
て
い
た
．
ち
な
み
に
、
一
九
八
○
年
に
お
い
て
、
や
っ
と
南
部
で
は
、
協
議
別
居
を
原
因
と
す
る
も
の
三

八
・
九
％
、
事
実
上
の
別
居
を
原
因
と
す
る
も
の
三
八
・
五
％
と
、
互
格
な
が
ら
、
わ
ず
か
に
協
議
別
居
を
原
因
と
す
る
も
の
が
増
え
、

両
者
の
割
合
が
逆
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
、
北
部
に
お
い
て
は
、
協
議
別
居
を
理
由
と
す
る
も
の
が
六
二
・
七
％
で
あ
り
、
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

上
の
別
居
は
二
三
二
％
に
し
か
す
ぎ
な
い
。

　
4
．
未
成
年
子
に
対
す
る
処
置
ー
監
護
者
の
八
割
は
母
親

　
離
婚
の
際
の
未
成
年
子
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
大
き
な
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
．
子
の
最
善
の
利
益
の
実
現
の
た
め
で

あ
る
。
一
九
七
八
年
の
改
正
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
両
者
の
合
意
に
よ
る
簡
易
手
続
に
お
い
て
も
、
裁
判
所
は
、
父
母
の
子
の
処
置
に
関
す

る
合
意
が
、
子
の
利
益
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
．

　
も
し
、
子
の
利
益
に
反
す
る
場
合
に
、
裁
判
長
が
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
、
暫
定
的
緊
急
措
置
を
定
め
た
上
で
予
審
判
事
を
任

命
し
、
こ
れ
に
審
理
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
の
請
求
に
よ
る
場
合
と
同
じ
手
続
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。
子
の
処
置
に
つ
い
て
は
、
裁

判
所
が
職
権
で
介
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
離
婚
法
四
条
一
三
項
）
．

　
未
成
年
子
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
一
九
七
五
年
の
三
月
八
日
の
法
律
第
三
九
号
に
よ
っ
て
、
民
法
第
二
条
が
改
正
さ
れ
た
た
め
、
従
来
、

二
一
歳
の
完
了
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
一
八
歳
の
完
了
ま
で
と
な
っ
た
点
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
．

　
未
成
年
子
を
持
つ
者
と
離
婚
と
の
関
係
を
み
る
と
、
一
九
七
一
年
に
は
、
離
婚
者
の
二
〇
・
一
％
だ
け
に
未
成
年
者
が
い
た
が
、
そ
の

割
合
は
急
激
に
増
え
つ
づ
け
、
一
九
八
○
年
に
は
四
一
・
六
％
に
達
し
、
八
○
年
代
は
四
〇
％
台
を
維
持
し
て
い
る
（
表
7
参
照
）
．
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表7　離婚の際の監護者・未成年数・割合

子 の監護 者 未成年子合計 未成年子の
年
母親
％
父親
％
その他
　　％

％ 実数
いる離婚
　　　％
　　　　　　　a

1971 75．5 22．5 2．0 100．0 4，567 20．1

1972 77．9 20．5 1．6 100．O 13，376 27．3

1973 78．7 19．3 2．0 100．O 9，302 32．8

1974 79．8 18．5 1．7 100．0 10，053 34．7

1975 80．3 17．8 1．9 100．0 5，028 29．7

1976 79．6 18．4 2．0 100．0 5，820 30．8

1977 81．7 17．1 1．2 100．0 6，305 34．5

1978 80．7 18．0 1．3 100．0 6，681 37．0

1979 83．3 15．3 1．4 100．0 7，044 39．7

1980 83．5 15．2 1．3 100．O 7，235 41．6

1981 85．8 13．3 O．9 100．O 7，593 42．8

1982 86．0 13．3 0．7 100．O 8，628 42．1

1983 86．3 12．5 1．2 100．O 8，086 43．6

1984 86．6 12．4 1．0 100．O 9，011 43．7

1985 87．9 11．O 1．2 100．0 8，918 43．1

1986 87．2 11．8 1．0 100．0 9，240 41．8

a：離婚判決数に占める1人以上の未成年者のいる離婚の割合
注）DatistatistlcisudieciannldidworzLoinltalia，及び

　　NotIziario　ISTAT

較
的
高
年
令
者
に
生
じ
て
い
た
の
で
、
子
の
年
令
も
高
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

子
の
年
令
も
下
り
、
父
親
よ
り
は
母
親
に
託
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
カ
ら
で
あ
る
．

　
5
．
南
北
格
差
－
遅
れ
て
い
る
南
部

　
こ
れ
ま
で
の
記
述
に
お
い
て
も
窺
え
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
語
る
時
、
南
北
格
差
の
問
題
は
避
け
て
と
お
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
経
済
、
文
化
等
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
ミ
ラ
ノ
を
中
心
と
す
る
北
部
と
・
ー
マ
以
南
と
島
を
含
む
南
部
と
は
対
比
を
な
し
て
い
る
．

二
つ
の
異
な
る
国
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
で
あ
る
。
家
族
問
題
に
つ
い
て
も
、
こ
の
命
題
は
該
当
す
る
。

　
一
九
八
六
年
の
場
合
、
未
成
年
子
を
持
た
な
い
者
の
離

婚
は
、
一
六
、
八
五
七
件
の
同
年
中
の
離
婚
の
五
八
・
二

％
で
あ
り
、
未
成
年
子
一
人
の
も
の
は
三
〇
・
六
％
、
二

人
以
上
の
も
の
は
一
一
・
二
％
を
占
め
て
い
て
、
未
だ
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

半
数
の
離
婚
に
つ
い
て
未
成
年
子
は
関
係
が
な
い
。

　
一
九
八
六
年
ま
で
に
、
離
婚
に
巻
き
こ
ま
れ
た
未
成
年

子
は
、
一
二
、
六
八
九
五
人
お
り
、
そ
の
八
二
・
七
％
は

母
親
に
、
一
五
・
九
％
が
父
親
に
、
一
・
四
％
が
そ
の
他

に
監
護
が
ま
か
さ
れ
た
．

　
一
九
七
一
年
に
母
親
を
監
護
者
と
す
る
も
の
は
七
五
・

五
％
で
、
以
後
、
年
々
そ
の
割
合
は
増
加
し
、
一
九
八
六

年
に
は
八
七
・
二
％
に
達
し
て
い
る
（
表
7
参
照
）
。
こ
れ

は
、
初
期
の
離
婚
が
、
長
年
蓄
積
さ
れ
て
き
た
た
め
に
比

　
　
　
後
に
な
る
と
、
離
婚
は
若
年
層
に
移
り
、
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
　
、
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　　　　　　　　　　　　　図9　地域別離婚判決数の推移
　　（千件）
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注）表8より｛乍成

　
地
域
別
の
離
婚
判
決
数
の
推
移
を
表
わ
し
て
い
る
の
が
図
9
で
あ
り
、

そ
の
具
体
的
な
数
値
を
挙
げ
て
い
る
の
が
表
8
で
あ
る
．
こ
こ
に
も
、
南

部
、
北
部
の
差
を
明
確
に
み
て
と
れ
る
。
一
九
八
八
年
の
場
合
、
イ
タ
リ

ア
全
土
で
三
〇
、
七
一
五
件
の
離
婚
判
決
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
六
二
・

五
％
に
当
る
一
九
、
二
〇
〇
件
が
北
部
で
言
渡
さ
れ
、
南
部
は
一
九
・
七

％
の
六
、
〇
六
六
件
で
あ
っ
た
．
一
九
七
一
年
で
み
て
も
、
北
部
六
〇
・

一
％
、
南
部
一
二
・
一
％
、
一
九
八
六
年
で
も
北
部
五
八
・
六
％
、
南
部

一
九
・
六
％
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
全
期
間
を
通
じ
て
、
過
半
数
を
超

え
る
離
婚
は
北
部
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
い
え
る
。

表8　地方別離婚数

年 北部 中部 南部

1971 10，281 3，230 3，623

1972 16，611 7，004 9，012

1973 9，542 3，556 5，074

1974 8712　，
3644　7

5，534

1975 5，320 2，051 3，247

1976 6，146 2，232 3，728

1977 6，209 2，381 3，312

1978 6，364 2135　，
3，186

1979 6，750 2，236 2，983

1980 6，491 2，538 2，812

198！ 7，189 2，676 2，741

1982 8，317 3，101 3，222

1983 8，177 2，597 2，852

1984 8，740 3，168 3，157

1985 9，032 3，220 3，398

1986 9，881 3，670 3，306

1987 16，861 5270　，
4，874

1988 19，200 5，449 6，066

主）ISTAT，Statbtlche　gludlca

　　各年より作成
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婚
姻
一
万
に
対
す
る
離
婚
数
で
み
て
も
、
一
九
七
一
年
に
北
部
一
七
・
一
、
南
部
九
・
○
で
あ
り
、
一
九
八
六
年
で
は
、
北
部
一
四
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

九
、
南
部
六
・
八
で
、
さ
ら
に
、
一
九
八
七
年
に
は
、
北
部
二
五
・
五
、
南
部
一
〇
・
O
と
、
そ
の
差
を
拡
げ
て
い
る
．

　
（
1
）
9
寓
轟
嘘
。
賞
H
一
U
貯
。
吋
巴
o
言
H
鼠
冨
』
け
。
匡
帥
α
①
一
一
．
碧
旨
。
器
8
Φ
＆
琶
鱒
一
。
器
①
自
。
〈
黛
牢
導
8
＞
鑛
①
F
一
8
ρ
b
。
ま
●

　
（
2
）
9
冒
印
器
帥
。
鼻
8
。
暮
も
』
。
S

　
（
3
）
　
拙
稿
「
イ
タ
リ
ア
家
族
の
変
容
」
『
ケ
ー
ス
研
究
』
一
九
九
量
三
頁
以
下
及
び
拙
稿
「
六
六
年
ぶ
り
に
大
改
正
さ
れ
た
新
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

　
　
法
典
」
『
判
例
タ
イ
ム
ズ
』
四
九
八
号
五
〇
頁
．

　
（
4
）
一
零
＞
β
≦
鼠
。。
8
芭
Φ
一
琶
陣
導
欝
℃
■
一
畠

　
（
5
）
9
冒
餌
器
一
。
巳
8
．
。
芦
P
鐸

　
（
6
）
お
日
卜
β
U
蝕
警
蝕
警
一
9
霊
島
。
。
一
g
目
一
島
＆
〈
。
邑
。
ぎ
H
芭
5
℃
」
o。・

　
（
7
）
9
寓
謎
。
q
一
。
鼻
8
。
魯
。
）
b
●
一
ω
ω
’

　
（
8
）
　
P
冨
夷
笹
〇
三
ゆ
8
●
。
詳
。
鴇
ワ
旨
ρ

　
（
9
）
O
●
冒
轟
魅
。
賞
。
亨
。
F
b
」
。
全
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四
、
お
わ
り
に

　
本
稿
は
、
イ
タ
リ
ア
の
離
婚
を
め
ぐ
る
統
計
的
実
態
の
第
一
報
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
イ
タ
リ
ア
全
土
を
カ
バ
ー
す
る
公
式
統
計
の
み

を
使
用
し
て
、
マ
ク
ロ
的
に
イ
タ
リ
ア
の
離
婚
の
特
徴
が
全
体
的
に
わ
か
る
よ
う
に
配
慮
し
て
レ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
を
、
お
お
づ
か
み
に
要
約
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
法
の
施
行
前
に
予
想
さ
れ
た
ほ
ど
離
婚
制
度
は
利
用
さ
れ
な
い
の
で
、
実
質
的
な
婚
姻
破
綻
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
別
居
制

度
の
利
用
状
況
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
②
離
婚
の
申
立
か
ら
判
決
を
受
け
る
ま
で
の
期
間
は
、
ほ
ぽ
一
年
で
あ
る
。



③
一
番
多
く
利
用
さ
れ
る
離
婚
原
因
は
別
居
で
あ
り
、
な
か
で
も
、
最
近
で
は
協
議
別
居
が
九
割
に
近
い
。

④
未
成
年
子
に
対
す
る
監
護
者
の
八
割
は
、
母
親
で
あ
る
．

　
⑤
離
婚
に
つ
い
て
も
、
様
ざ
ま
な
面
で
、
南
部
イ
タ
リ
ア
と
北
部
イ
タ
リ
ア
の
相
異
が
み
ら
れ
る
．

　
離
婚
統
計
に
よ
る
実
態
と
い
っ
た
と
き
、
人
び
と
は
、
離
婚
効
果
の
財
産
的
側
面
、
す
な
わ
ち
、
養
育
費
、
扶
養
料
、
財
産
分
与
、
慰

謝
料
等
の
額
に
つ
い
て
、
ま
た
、
実
質
的
な
離
婚
の
理
由
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
．
し
か
し
、
中
央
統
計
局

か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
公
式
統
計
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ら
は
、
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
イ
タ
リ
ア
が
・
ー
マ
法
以
来
の
伝
統
で
、

夫
婦
財
産
制
は
別
産
制
を
基
本
と
し
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
イ
タ
リ
ア
の
離
婚
の
多
く
が
別
居
を
前
提
と
す
る
た
め
、
財
産
的
問
題
の

多
く
は
別
居
の
段
階
で
解
決
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
一
因
で
あ
ろ
う
。
公
式
統
計
の
詳
細
な
報
告
と
と
も
に
後
日
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
以
上
1

人
見
康
子
先
生
の
御
退
職
に
際
し
て
、
長
年
に
わ
た
る
御
指
導
に
感
謝
し
、
拙
稿
を
捧
げ
ま
す
。

イタリアにおける離婚法適用の状況
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